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◇写真は一部修正してあります。

検索麗寿会

ふれあいの理念

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

2/1～4 pm2～
午後のレク ～豆まき～

『鬼は外 福は内』と大きな掛け
声で豆を投げていました。

2/6 (月) pm２～
書道の中井先生です。
題目は「紅梅」「梅見」「春の足音」
「如月」です。

地域交流

2/15 (水） pm２～
玉響の西澤先生と山田先生です。
琴の美しい音色が響き渡り皆さん
聴き入っていました。

2/9・23(木） pm1～
「傾聴かなコミ21」の皆さんです。
第2と第4の木曜日に来てくださいます。

2/13（月） pm2～
「虹のひきだし」の町田さんです。
題目は「おふくとおに」「ごんぎつね」
「かたきうちの話」でした。
＊東北でのボランティア活動の為、月の殆どを
宮城県に滞在されています。

2/21 (火) pm2～
ハーモニカボランティアの須藤さんです。
15曲披露されました。

２/1．2．20．21 pm２～
おやつ作り ～ホットケーキ～
普段と違う作り方で挑戦。
今回は卵白をメレンゲにして加え
ふっくらホットケーキを作りました。

2/7～11 pm2～
運動レク ～輪投げ＆箱当て～

個人戦で大変盛り上がりました。

２/22～25 pm２～
午後レク ～ひな人形作り～

3月3日の雛祭りに向けてひな
人形の折り紙を制作しました。
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３月（弥生）予定

〇満月

●新月

ﾊｰﾓﾆｶ

朗読会
①

紙芝居

手輪
の会

雛祭り

習字

ルアポ
アナ

啓蟄

◆啓蟄 啓蟄は冬眠をしていた虫が穴から出てくる頃という意味。実
際に虫が活動を始めるのはもう少し先。柳の若芽が芽吹き蕗
のとうの花が咲く頃である。

◆春分 この日をはさんで前後7日間が彼岸。花冷えや寒の戻りがあ
るので暖かいと言っても油断は禁物。昼夜の長さがほぼ同じ
頃であり、この後は昼の時間が長くなって行く。

（暦のページより http://koyomi8.com/）

誕生会

朗読会
②

ｶﾚﾝﾀﾞｰ作り

手話
レク

今
月
の
花

（ふきのとう キク科）
開花時期は2月～3月末頃。天ぷら
にすると美味しいようで、花が咲
く前の柔らかいうちがベスト。
センターの庭に咲いています。

春分

おや クおやつレク

消防訓練お楽しみゲーム

ｶﾚﾝﾀﾞｰ作り

誕生会

運動レク

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
毎
年
十
一
月
ぐ
ら
い
に
な
る
と
様
々
な
場
所
で
耳
に

す
る
言
葉
で
す
よ
ね
。
読
者
の
皆
様
の
中
に
は
ご
自
身
も
し
く
は
ご
家

族
が
感
染
し
、
そ
の
猛
威
を
経
験
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
る
事

で
し
ょ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
出
始
め
る
こ
の
時
期
は
、
特
徴
を
捉

え
た
感
染
予
防
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

ま
ず
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
説
明
し
ま
す
と
、
普
通
の

ウ
イ
ル
ス
よ
り
も
感
染
力
が
強
く
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
で
は
重
篤
に
な

り
や
す
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
流
行
時
期
は
十
一
月
～
三

月
と
言
わ
れ
、
一
月
ぐ
ら
い
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
事
が
多
い
で
す
が
、

厳
密
に
言
え
ば
通
年
で
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
感
染
症
で
す
。
ま
た
近

年
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
し
、
よ
り
感
染
力
を
増
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

行
政
始
め
多
く
の
機
関
で
感
染
予
防
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

予
防
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
と
、
何
と
い
っ
て
も
手
洗
い
、
う
が

い
で
す
。
以
前
に
も
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
感
染
症
や
食
中
毒
の
最
も

簡
単
な
予
防
方
法
は
こ
れ
で
す
。
次
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
、
体
力
を

つ
け
る
、
免
疫
力
を
高
め
る
な
ど
特
別
な
予
防
法
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
感
染
経
路
に
つ
い
て
は
特
徴
が
あ
り
、
感
染
原
因
の
ほ
ぼ

九
割
以
上
が(

生)

カ
キ
を
喫
食
し
た
場
合
な
の
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

は
主
に
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
の
腸
の
中
で
繁
殖
す
る
為
、
腸
ご
と
食
べ

る
生
食
で
は
そ
の
ま
ま
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
込
ん
で
い
る
よ
う
な
も
の
な

の
で
す
。
加
え
て
感
染
者
が
調
理
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
間
接
的
に
食

べ
た
り
、
吐
し
ゃ
物
か
ら
舞
い
散
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
で
し
ま

う
事
に
よ
る
感
染
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
時
期
に
旬
を
迎
え
る

カ
キ
を
召
し
上
が
る
時
に
は
、
充
分
な
注
意
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

ご
家
庭
内
の
予
防
的
な
お
掃
除
の
際
に
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

(

い
わ
ゆ
る
台
所
用
の
漂
白
剤)

を
使
用
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
に
対
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
一
杯

分
で
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
の
ふ
き
取
り
用
に
、
キ
ャ
ッ
プ
二
杯
分
で
吐
し
ゃ

物
な
ど
の
消
毒
用
に
利
用
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
ふ
き
取
り
後
は
臭
い

が
残
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
最
後
に
硬
く
絞
っ
た
布
巾
な
ど
で
仕
上
げ

拭
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
消
毒
液
は
二
十
四
時
間
程
度
し
か
効
力

が
な
い
の
で
、
毎
日
作
る
よ
う
に
す
る
と
安
心
で
す
。
普
段
の
生
活
に

上
手
く
取
り
入
れ
る
事
が
出
来
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

ノロウイルスについて

今
月
は
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。
最
近
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

や
火
の
不
始
末
で
の
火
災
を
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
目
に
し
ま
す
。
住

宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
点
検
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

ひなまつり


